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発 戸坂城山学区
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社会福祉協議会
戸坂大l.1-4-22
戸坂福祉センター内

会

長

塩

谷

冨

士

男

戸
坂
城
山
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
影
響
下
で
の

ナ

4̂"租
2
非
度
賊
＂
社
協

の
｝活
動
に
”つ
恥
を

日
頃
か
ら
、
戸
坂
城
山
社
会
福
祉

協
議
会
の
活
動
に
多
大
な
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

令
和
2
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
始
ま
り
ま

し
て
、
一
時
出
さ
れ
ま
し
た
緊
急
事

態
宣
言
も
解
か
れ
、
様
々
な
自
粛
も

緩
和
領
向
に
あ
り
ま
す
が
、
終
息
し

だ
と
は
言
え
ず
、
合
も
っ
て
3
密
を

避
け
る
な
ど
の
制
限
が
あ
り
、
不
便

な
毎
日
で
す
。

そ
の
た
め
、
城
山
社
協
の
理
事
会
、

総
会
な
ど
も
書
面
審
議
と
な
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ジ
ョ
ン
不
足
を
感
じ
て

ぁ
LJ
ま
す
。

し
か
し
、
城
山
社
協
活
動
の
う
ち
、

福
祉
活
動
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
注
意

し
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

に
よ
っ
て
続
け
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
見
守
り
活
動
、
あ
弁
当
を

届
け
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
高
齢
者
の

生
活
支
援
、
学
校
が
始
ま
リ
ま
し
だ

の
で
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

百
歳
体
操
な
ど
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

も
グ
ル
ー
プ
分
け
や
時
間
短
縮
な
ど

工
夫
を
し
て
、
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
だ
、
理
事
会
な
ど
も
8
月
か
ら

広
い
会
場
に
変
更
す
る
な
ど
し
て
、

実
施
し
だ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

だ
だ
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を

防
く
意
昧
で
の
、
い
ろ
い
ろ
な
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、
全
国
で
は
、

つ
ぎ
つ
ぎ
と
中
止
の
決
定
が
さ
れ
て

あ
り
ま
す
。

残
念
で
す
が
、
城
山
社
協
に
あ
い

て
も
、
令
和
2
年
度
の
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
は
、

3
密
を
避
け
る
な
ど
の
手

だ
て
が
難
し
い
た
め
、
中
止
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
考
え
て
あ
り
ま
す
。

第
41
回
戸
坂
城
山
町
民
体
育
祭
は

中
止
い
た
し
ま
し
だ
。

さ
ら
に
、
戸
坂
城
山
盆
踊
リ
大
会

城
山
学
区
敬
老
会
も
中
止
と
い
う
こ

と
で
、
理
事
会
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
が
あ
互
い
に
あ
会
い

す
る
機
会
が
少
な
く
な
り
、
寂
し
く

感
じ
て
あ
リ
ま
す
が
、
皆
様
方
に
あ

か
れ
ま
し
て
は
、
色
々
工
夫
い
た
だ

き
、
日
常
を
元
気
で
楽
し
く
あ
過
ご

し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎この広報紙は共同募金の配分金により作成しました。
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石

田

麻

也

芝

政

彦

本
年
四
月
に
、
西
区
の
大
芝
小
学
校
よ
り
赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
河
野
陽

子
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本
校
に
赴
任
し
て
三
か
月
が
経
ち
ま
し
た
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
拡
大
し
、
学
校
も
、
こ
れ
ま
で
に
例
の
な
い
未
曾
有
の
事
態
と
な

り
ま
し
た
。
四
月
七
日
に
始
業
式
、
八
日
に
入
学
式
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

か
ら
一
週
間
ほ
ど
経
っ
た
四
月
十
五
日
か
ら
五
月
末
ま
で
、
学
校
は
臨
時
休
業

と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
登
校
し
て
来
な
い
学
校
で
過
ご
す
毎
日
は
、

寂
し
く
、
そ
し
て
不
安
な
日
々
で
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
ご
挨
拶
も

で
き
な
い
ま
ま
、
失
礼
を
し
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
苦
し
い
気
持
ち
で
し
た
。

し
か
し
、
五
月
半
ば
に
分
散
自
主
登
校
を
始
め
た
こ
ろ
、
校
区
内
を
自
転
車

で
巡
回
し
て
み
ま
す
と
、
通
学
路
に
は
た
く
さ
ん
の
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ま
が
緑
色
や
オ
レ
ン
ジ
色
の
ジ
ャ
ン
バ
ー
を
着
て
、
早
朝
よ
り
子
ど
も
た

ち
の
安
全
を
見
守
り
な
が
ら
、
温
か
い
声
か
け
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
何
年
も
前
か
ら
地
域
を
あ
げ
て
組
織
的
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ

っ
て
い
る
と
聞
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
同
時
に
、
た

い
へ
ん
心
強
く
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
戸
坂
城
山
の
地
域
の
皆
さ
ま
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
活
動
に
も
か

か
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
一
年
生
の
昔
遊
び
、
二
年
生
の

R
R
〇
⑲
⑲
R

こ
の
度
、
城
山
社
協
の
理
事
に
就

任
い
だ
し
ま
し
だ
神
明
圭
紀
で
す
。

（
数
甲
地
区
町
内
会
会
長
）
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
地
域

福
祉
の
充
実
と
発
展
の
だ
め
努
め
て

ま
い
り
だ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
指
導
よ
ろ
し
く
あ
願
い
い
だ
し
ま
す
。

，
 

.p
 ぃ・
く
（
戸
坂
城
山
女
性
会
会
長
）

こ
の
度
、
城
山
女
性
会
の
会
長
を

あ
受
け
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

私
達
女
性
会
は
、
地
域
に
寄
り
添

い
皆
様
に
楽
し
く
元
気
に
な
っ
て
頂

く
様
、
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

若
い
方
に
興
昧
を
持
っ
て
頂
き
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
様
に
よ
ろ
し
く
あ
願
い

致
し
ま
す
。

（
大
上
四
丁
自
町
内
会
副
会
長
）

こ
の
度
、
戸
坂
城
山
社
会
福
祉
協

議
会
と
大
上
四
丁
目
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
あ
世
話
に
な
る
町
内
会
副
会
長

の
芝
と
申
し
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
頑
張
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
皆
様
よ
ろ
し
く
あ
願
い
い
だ
し
ま

す。

（
戸
坂
中
学
校
P
T
A
副
会
長
）

こ
の
度
、
戸
坂
中
学
校
P
丁

A
副

会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

城
山
社
協
の
皆
様
、
ま
だ
戸
坂
中
学

ー

校
区
の
地
域
の
皆
様
に
は
地
域
や
子

供
達
の
為
、
色
々
な
活
動
を
し
て
頂
き
感
謝
し
て
あ
り
ま
す
。

微
力
で
は
あ
リ
ま
す
が
、
少
し
で
も
活
動
の
あ
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
あ
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
あ
願
い
致
し
ま
す
。

平

田

由

美

神

明

幸

紀

＂^ 

《収入の部》

令和元年度決算および令和 2年度予算

《支出の部》

戸
坂
城
山
小
学
校
野

陽

子

（
社
協
新
理
事
）

校

長

河

戸
坂
城
山
小
学
校
に
赴
任
し
て

（単位：円）

科 目 元年度決算 2年度予算 科 目 元年度決算 2年度予算

前年度繰越金 485, 659Pl 501. 497Pl 1. 事務費（組織運営にかかる費用） 月 Pl 

I) 事務消耗品費 70,287 80,000 

当 期 収 入 2) 通信運搬費 27,837 40,000 

1. 会費（町内会年会費） 529,900 530,950 3) 交 通 費

゜
1. 000 

4) 印 刷 代 13, 382 15,000 

2. 地区社協助成金及び補助金 5) 社協拠点維持費 15,492 25,000 

1) 地区社協助成金 179,430 170,000 
6) 地城支え合い体制整備費

゜
30,000 

2) 福祉のまちづくり推進補助金 150,000 150,000 
7) 拠点修繕・機械更新費 252,582 

゜3) ふれあいいきいきサロン助成 40,000 40,000 
（小計） 379,580 191, 000 

4) まちづくりプラン策定助成金

゜ ゜
2 ・L">-. ココ 議 費 5,000 10,000 

5) 子供健全育成支援助成金 20,000 20,000 3. 幅祉事業費
6) 地区社協拠点整備助成金 30,000 30,000 1) ボランティアバンク推進事業 41, 991 90,000 
7) 拠点作り応援助成金 200,000 

゜
2) 近隣ミニネットワーク推進（配食） 70,800 80,000 

（小計） 619,430 410,000 3) いきいきサロン（やまゆり） 46, 183 40,000 
4) 地域いきいきサロン（町内会他） 74,000 100,000 

3. 共同募金事務費 5. 000 5,000 5) 子供健全育成支援事業 25,000 25,000 

4. コミュニティ活動事業費 6) ふれあいサロン助成金（健康体操）

゜
1, 000 

（盆踊・敬老会・互礼会） （小計） 257,974 336,000 

1) 新年互礼会参加者会費 266,000 275,000 4. 研 修 費

゜
10,000 

2) 敬老会参加者会費 97,000 85,000 5. 広 報 費（会報ほか） 104,620 106,000 

3) 寄付金（盆踊）他 177,000 

゜
6. コミュニティ活動事業費

4) 寄付金（敬老会）他 146,000 150,000 
叫 li・敬老会・新年互礼会）

5) 寄付金（新年互礼会）他 143,000 140,000 
I) 新年互礼会費用 328,685 330,000 

（小計） 829,000 650, 000 
2) 敬老会費用 305,775 370,000 
3) 盆踊り大会費用 146,608 

゜5, 雑 収 入 40,000 40,000 
（小計） 781, 068 700,000 

7. 防災事業費

゜
5,000 

6. 預金利息

゜
100 8. 体育振興費 150,000 150,000 
9. 防犯連助成金 76,250 80,000 
10. 団体助成金 120,000 120,000 
11. 負担金（東区・戸坂地区社協） 80, 000 85,000 
12. 雑費（祝儀他） 53 000 40 000 

当期収入合計 2,023,330 I, 636,050 予 備 費 304,547 

次年度繰越金 501. 497 

収 入 合 計 2,508,989 2, 137, 547 合 計 2,508,989 2,137,547 

•"''''''"""'"'''"''"''"''""• .. 、 .... 
... -
貸出し用

車イスがあります

あ問合せは

城山社協まで

~ 
220-1914 j 
っミ
‘‘● 11111111111111111111111111001111111 ‘‘ 

願
い
い
た
し

ま
す
。

い
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
状
況
に
よ
っ
て
、
中
止
に

せ
ざ
る
を
得
な
い
行
事
や
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
や
り
方
で
の
活
動
に
な

る
も
の
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
の
か
か
わ
り

を
大
切
に
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
育
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
力
強
い
支
え
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
の
戸
坂
城
山
小

学
校
に
赴
任
で
き
た
こ
と
を
た
い
へ
ん
幸
せ
に
思
い
ま
す
。
毎
月
、
ニ

十
二
日
の
「
子
ど
も
安
全
の
日
」
の
週
に
は
、
朝
の
登
校
時
間
に
自
転

車
で
巡
回
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
声
か
け
く
だ
さ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
共
に
あ
る
戸
坂
城
山
小
学
校
と
し
て
、

豊
か
な
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
け
る
よ
う
、
教
職
員
一
同
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
微
力
な
が
ら
、
子
ど
も
と
家
庭
と
地
域
を
結

ぶ
架
け
橋
と
し
て
の
学
校
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お

り

ま

す

。

戸

坂

城

山

の

一

員

と

し

て

頑

張

っ

て

ま

皆
さ
ま
と
共
に
、

し
て
、

机
上
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い

町
探
検
や
子
ど
も
―

1
0
番
の
家
シ
ー
ル
ラ
リ
ー
、
三
•
四
年
生
の
や

ま
ゆ
り
会
、
五
・
六
年
生
の
敬
老
会
等
々
、
た
く
さ
ん
の
お
力
添
え
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
皆
さ
ま
と
一
緒
に
活
動
し
た

り
言
葉
を
交
わ
し
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
中
で
、
学
び
が
深
ま
り
、
そ

「
人
と
し
て
大
切
な
こ
と
」
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令和 2年度事業実施計画

項 目 開催月日 項 目 開催月日

ふれあいいきいきサロン活動の推進（各町内会） 年間 16回 ※城山学区体育祭聞催 中止

高齢者一人暮らしの会食支援（やまゆり） 年間 6回 ※盆踊り大会開催 中止

ふれあい訪問配食活動の実施（ボランテイア） 年間 96回 ※敬老会の開催 9月6日
買い物、通院の支援（ボランテイア） 年間 9回 ※東区防災訓練・防災フエア（城山当番） 9月27日
研修会、講演会等に積極的な参加 年間 3回 ※戸坂城山小学校PTAまつり 中止

福祉教育推進事業の実施 年間 3回 ※戸坂連合スポーヅ大会の開催
鼻
中止

ボランテイアバンクの駐在 週3回（月，水，金） ※新年互礼会の開催 1月108
小学校協力者会議の閲催 年間 4回 ※戸坂公民館まつり 中止

近隣ミニネットづくり事業の実施 年間通期 ※福祉推進会議の開催 年間 1回
広島市公衛協募金に協力 4月~6月 ※介護施設の福祉まつり 協賛 年2回(7月， 10月）
広報誌「しろやま」の発行 年2回(7月，1月） ※戸坂城山小学校昔遊び大会 年間 1回
防犯活動事業の推進 学校登校日 ※共同葛金に協力 10月~12月
「大掃除の日」の設定と実施 年2回(7月， 12月） ※高齢者交流サロンの実施 月1回
防犯パトロールの実施 月1回 ※地域介護予防拠点 月4回
へさかともいきネット実務者会議 月1回

※イベント等については、コロナウイルス感染症防止のため、中止される場合もありますので、ご了承ください。

戸坂城山学区社会福祉協議会役員（令和 2年度） 令和2年 5月現在

役職名 氏 名 備 考 役職名 氏 名 備 考

理事 顧問 品田 良 前社協会長 理事 河野洋子 戸坂城山小校長

理事 会長 塩谷冨士男 学識経験者 理事 平田 悟 防犯組合会長

理事 副会長 曽江井正之 南町内会長 理事 河内幸三 城山老人クラブ会長、防災会長

理事 副会長 上井龍 一 大四町内会長 理事 青木幹丸 保護司会戸坂支部長

理事 副会長 山口正裕 大上地区町内会長 理事 品田房子 公衛協会長

理事 副会長 神明車紀 数甲地区町内会長 理事 川手良介 消防戸坂分団長

理事 副会長 安井正夫 出江 1丁目町内会長 理事 山 口證子 民児協副会長

理事 副会長 芝 政彦 大四町内副会長 理事 高見 えみ子 民児協主任児童委貝

理事 副会長 平田 由美 城山女性会会長 理事 豊嶋豊子 青少協会長

理事 監事 桑原勝義 南 2丁目町内会長 理事 榎木奈穂 城山小PTA会長

理事 監事 向井田ミハル 母親クラブ会長 理事 石田麻也 戸坂中PTA副会長

理事 向井春代 城山女性会顧問 理事 向井昌樹 前戸坂中PTA副会長

理事 森岡雅典 百田親和会会長 理事 地委員 堅山守人 東区ボランティア副代表

理事 織田秀実 鶯鳴団地町内会長 理事 小務局長 三宅敏夫 前青少協事務局長

理事 石津都男 体協顧問 理事 闘局次長 玉井冨美夫 前社協事務局長

理事 岡田 稔 体協会長 理事 会 計 坂本真知子 東区スポーツ推進委員

各町内会・自治会世帯数 令和 2年 5月現在

町内会・自治会名 世帯数 組織 町内会・自治会名 世帯数 組織

戸坂出江町内会 230 18 戸坂南二丁目町内会 135 14 

戸坂数甲町内会 180 ， 鱈 鳴 町 内 会 30 3 

戸坂大上地区町内会 245 6 百 田 親 和 会 6 2 

戸坂大上四丁目町内会 426 27 

戸坂南町内会 245 26 II 計 I 1, 497 I 105 


